
























　本プログロムは，2013 年度から毎年行われている約 3 週間のプログラムであり，SSIP2018 は，
2018 年 6 月 19 日から 7 月 9 日の日程で行われた。参加学生は，北米・アジアを中心とした 6 ヵ国 13
名の外国人学生と延べ 46 名の日本人学生であった。
　本プログラムは，Japan Studies と Cross-cultural Workshop の二つの科目で構成されている。
このうち，Cross-cultural Workshop は 3 週間継続して外国人学生と日本人学生が相互に学び合う
ことを意図した授業であり，多文化間共修プログラムの一つの事例と捉えられることから，本稿にお
いては Cross-cultural Workshop における学びについて取り上げる。Cross-cultural Workshop の

























プロジェクトの課題は，街頭広告の分析であった。学生は，5～6 名（外国人学生が 1～2 名，日本人学




　学生は 4 回のジャーナル提出と最終プレゼンテーションにより 2 単位を取得する。
表 1　Cross-cultural Workshop　スケジュール
第 I 部
第 1 回 オリエンテーション（コースについて・協働とは）












第 7～8 回 データ収集
第 9～10 回 データ分析
第 11～14 回 発表準備（於東明学林）


















での単位互換プログラムに参加した学生 2 名のうち 1 名の教室内の環境は同様であった7。
　調査対象者の属性は表 2 の通りである。
　インタビューは，本プログラム終了後の 7 月 30 日，31 日，8 月 1 日，8 月 2 日の 4 日間にわたり，
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【訂　正】
　前稿（西川寿美，山崎真伸（2018）「外国人学生と日本人学生による短期協働プログラムにおける学びと友人
関係の構築に関する事例報告─SSIP2018 に参加した外国人学生に関する調査─」『学苑』（936），昭和女子大学，
pp.64-79）における本文中および参考文献中の「Deardoff, D.（2006）」を，「Deardorff, D.（2006）」と訂正し
ます。
 （にしかわ　すみ　　日本語日本文学科）　
 （おんむら　ゆかこ　　日本語日本文学科）
 （やまざき　まさのぶ　　国際交流課）　　
